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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、barr遺伝子ファミリーのメンバーおよびコンデンシン複合体の調節サブユニットをコードする。この複合体は、間期クロマチンを凝縮染色体に変換するために必要である。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、染色体凝縮の初期段階を除き、有糸分裂期染色体と関連している。間期には、このタンパク質は明瞭な点状の核小体局在を示す。異なるタンパク質をコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2013年7月],機能：間期クロマチンを有糸分裂期様凝縮染色体に変換するために必要な複合体であるコンデンシン複合体の調節サブユニット。コンデンシン複合体は、I型トポイソメラーゼの存在下では弛緩したDNAに正のスーパーコイルを導入し、II型トポイソメラーゼの存在下では切断​​されたDNAを正のノット型に変換すると考えられる。,PTM：CDC2によってリン酸化される。そのリン酸化は、NCAPD2およびNCAPGサブユニットのリン酸化と同様に、コンデンシン複合体を活性化し、染色体凝縮に必要である。,類似性：CND2（コンデンシンサブユニット2）ファミリーに属する。,細胞内局在：間期細胞では、コンデンシン複合体の大部分は細胞質に存在し、少数はクロマチンに会合している。しかし、複合体の一部は間期細胞において染色体フォーカスに会合したままである。有糸分裂中は、コンデンシン複合体の大部分はクロマチンに会合している。前期の開始時に、複合体の調節サブユニットがCDC2によってリン酸化され、コンデンシンが染色体腕に会合し、染色体凝縮が起こる。染色体からの解離は、終期後期に観察される。,サブユニット：コンデンシン複合体の構成要素で、SMC2およびSMC4ヘテロダイマー、そして複合体を制御すると考えられる3つの非SMCサブユニット（NCAPH/BRRN1、NCAPD2/CAPD2、NCAPG）を含む。,組織特異性：低レベルで広く発現している。増殖細胞で発現する。,
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	COLO細胞ライセートのNCAPH抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NCAPH 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	hCAP-Hポリクローナル抗体を用いたCOLO細胞のウェスタンブロット解析

